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かの種類があるが、本稿では、韓国語の「 k a J ｷ r i J と日本語の「が J とを比較－対
照しながら、その共通点と相違点を考察し、幾つかの使い分けの問題点について分析・検
討しようとするのが目的である。
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（東亜出版社・百科事典 2 > I ＜日本文法事典・有精堂）
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（東亜出版社・百科事典 2 ) 、｜たいして、どのような関係にある
2 0 :J- 升B o片フト刈<>d.-t 毛外｜かを示す。
供。I j:J引けよai／勺l;:. ~~ "lI （日本文法事典・有精堂）






















が日本語の助詞「が J と韓国語の助詞「 k a J .「 i 」である。
したがって、体言及び体言相当語句の下についてその下にくる述語との意味的関係を表
し、事態を表現・整理するための助詞としての「が」と下にくる述語を中心にする「が J






















































一方、韓国語の助詞「 k a J .「 i j に付いて当たってみると次の通りである。















④吋〆l む吋：t 叫ιトF （部屋にベッドがある。





















① 叶之芸品toj ユサ斗， （私は故郷がなつかしい。）
① c-t 花王ト-2:1 つよ乙~レ！角ト 7 （あなたは何が欲しいですか。




0 「～ノレト J を付けて希望の対象を表わす
（例文）




0 レト＝とせ~乞叫Z モJc-ト， （日本語では表現できない。）
0 レ尚三t札イZ '1i,£.-l什対i:-H 私は甘いものを食べたがる。）【（注）一直訳】
F. 変化の対象
QfkaJ ·「 i J のうしろには、ある行動の結果として成る、対象をあらわす
「～ i.）叶j がくる
（例文）
0 叶之エよみ＂） 叫斗． （君は将軍になれ。
o %~ B斗． （春となる。）
G. 語尾・助詞に付き、強めを表わす
0 叶河7- ） づムド！っト てよbト， （どうもただごとではない。
H. 否定の「o トレl斗」とともに用いて「～ではない J
0 吋労）之刈フト 0 )--vi斗． （こうもりは鳥ではない。）
以上のように当たってみたことを比較表にして整理してみれば、次の通りである。












C. 側面－部分表現 。 。












G. 変化の対象 ×（に） 。
（～になる、～となる）
H. 否定の対象（～ではない） ×（では） 。
I .強めを表わす ﾗ 。
｛（註） O一対応する ×一対応しない
2 。 「 k a J ・「 i 」と「が」が相応しない場合
（形容調・形容動詞・動作の場合）
A. 可能の対象
ω） 字が（を）書ける。 ［生ベ全会主-1" iｰ z; ト）
｛同 目が（を）聞けられない。 （託生免よヤァト <Q_ ~ト）
(c) 日本語が（を）できません。 （ ~イゑ るよ .!:r 'd_-ir "I t- ト）
可能を表わす動詞「できる J 、 「れる／等れる J が使われて可能表現の対象を表わす。
『を J は主として文語に使われ、口語にはほとんど使われていない。 「が J は主格でなく
対象絡の機能をしているので「にほんごができません」という表現は I 日本語を知りませ
ん J と同値関係になる。しかし、 「が J の代わりに「を」を使っても rm追いとはいえない。
日本の一般国民がよく読む90種の現代雑誌を集め、調査した結果、 「動詞十がたい、に




区 分 が を
可能動詞 38 16 







韓国語の形容詞や日本語の形容動詞は、その主体の表示には共に「 k a J .「 i J と
「が」を使って、他動詞の目的の表示には両言語共に「毛／乏」と「を J を使う。
0私は本を読む。 （レ同刊を刻とιト）
0山が高い。 ( メよ。 1 みιト）
0海が静かだ。 ( uドト1 3シ考もト心ト）
しかし、日本語には自・他動詞の境界が明白ではない場合がある。自・他動詞の両語動
詞にしなければならない場合があるのである。 （わかる、遊ぶ、答える、合う、等）





このように「わかる J と「理解する J は類義語でありながら、その特徴が遣うために、
「わかる」はわかるは自動詞で、助詞「が J を付けなければならないし、 「理解する」は
他動詞で、 「を J を付けなければならない。
C. 感情の表現







（レ比 ？Jt.iぺ活。 l 冴司斗）
0冷たいビールが敏しい。（斗フド在マ月三子：上ロド）)!. !;J.斗）
O私は肉が好きです． （レ民 ／）.＂＇ ／；量考・｝吋吋斗）
0私は魚が嫌いです。 （レ｝τ之ムゴ4色色村吋吋斗）
O水が飲みたい。 ( -%_ .とfを） ＂ド ／2 4ιト）
しかし、主語が一人称でなく、三人称に変わると「が J は「を」に変わる。







ない。したがって、「好きだ J 「嫌いだ J 怯主語が一人称でも三人称でも感情の対象にな
る対象には「を J を付けずに「が J を付ける。
0彼も肉が好きです。｛多乏 j,;.? i主~’ドU 叶叶）
O彼も魚が嫌いです。（？三吋弘弘寸切りLト）
また、 「水が飲みたい」は「水を飲みたい J という表現も可能である。前者は「たい」
に表現の重点を置いたことであり、後者は「飲む」という他動詞の動作に重点、を置いたこ
とである。ここでも、 「が J は対象語の機能をしているので「私は果物が好きだ」は「私
は果物を好む j と同じ意味構造を持っていると言える。
E 。結論
今まで日本語の格助詞「が J とこれに対応する韓国語の助詞 r k a J ·「 i 」の意味－
機能などを分析し、検討しながら日本語の学習者にとって日本語の助言iJ r が J と「を j の
誤用の原因が母国語の干渉によって発生されることがわかった。
以上の論旨をまとめて結論にしたい。






づける用件になり、両言語の助詞「が J と r k a 」・「 i J は意味論的な観点、から
見るならば多義的であり、時には言語を越えて同音異義的な属性を持っと言える。
3 。しかし、実際の現代の両言語の格構造と領域は異質的な要素が多く内包している。
4 。特に、日本語の格助詞「が J と韓国語の格助詞「 k a J .「 i J は対応するところ
が多いが、日本語の格助詞「を J と混用する場合があるので「が」と「を J の使い
分けをはっきりしなければならない。これは、助詞が後続する語嚢の意味によって
用法が大きく左右されるからであるということは前で説明した。
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